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建築写真の
上手な撮り方







撮影前の３つの準備
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構図の話

撮影をする際に重要なのは、

このような特色を整理した上で撮影に入りましょう。
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mm数が短いほど写る範囲が広くなり、長いほど狭くなります。
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居間からダイニングにかけて広いところがお気に入り。

床の無垢材にこだわりました。

壁の一部をグレーにしたデザインも大好きです。
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悪い例

良い例

悪い例の写真は目線の高さが上気味です。床の素材を見せたいという要望に答えられていません。
良い例の写真は絨毯をはずし撮影目線を低くしたことにより、特色を写真の中で伝えれるようになっています。
同じ場所からの撮影でもアングルと撮影の要点を掴むだけで写真の雰囲気は変わります。
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UTを広く見せたい。

窓が一つしかないのですが明るいで雰囲気にしたいです。
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良い例

悪い例

同じ洗面所を撮影している画像になりますが、一枚の写真で特色を伝えられているのはどちらでしょうか？
悪い例の写真は収納スペースがわかりますが、少し狭い印象を受けます。
せっかくの窓も見えずに暗い印象を与えてしまいます。
良い例の写真はお風呂と洗面所がある場所ということがわかります。
窓があることもわかり日差しが入る場所ということも説明できます。
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どんなキッチンがついているか見せたい。

キッチンが主役になるように見せたい。
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悪い例

良い例

広くみせることは建築写真の特徴ではありますが、必ずともそれが正しいわけではありません。
悪い例の写真のように広く撮ると広さはわかりますが、どこを中心に見せたい写真なのかわかりません。
良い例の写真は撮影したい場所に要点を絞りこんだ為、すっきりしキッチンに目がいくような
構図になっています。
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撮影後の処理におすすめなツール

ダウンロードは �� ページから
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光の話
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太陽の方角を見るのにおすすめなツール

ダウンロードは �� ページから
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イメージ写真を撮影する
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